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概要 
先天的に書字機能に困難を抱える書字障

害者は日本国内で最低でも 6%は存在すると
想定されている．しかし障害の発生要因や
診断基準などは不明確であり症状の明確な
定義もなされていない．本研究では漢字「要
素」と「構造」ごとの想起を対象に書字障害
者の漢字想起のエラー特徴の抽出を行い一
群の書字障害の症状の定義の構築を目指す． 
キーワード：学習障害,発達障害,文字,読み
書き,想起 

 

1. 背景 

知的能力に問題がないにもかかわらず先

天的に学習能力に困難を抱える障害を学習

障害と呼び，特に書字機能に困難を抱える

ものは書字障害と呼ばれている．書字障害

の発症率は言語文化圏によって異なるが日

本語において（Uno et al 2009）の調査では，

書字困難者はひらがな  1.6％，カタカナ 

3.8％，漢字 6.1％の割合で存在すると報告

されている．学習障害を含む神経発達症は

日常生活に困難を与えることが多く，学校

教育において不登校や引きこもりといった

二次障害を併発しやすく包括的な支援の必

要性が指摘されている(岩田ら 2015)．その

ため，書字障害の発生メカニズムを明らか

にする必要がある． 

書字障害の症例として，ペン等の筆記具

を用いた場合に字が書けない，あるいは書

けた字が読みにくい（文字の大きさが不整、

字のまとまりがない），誤字脱字が多い、漢

字の形がくずれる，漢字の一部を間違って

しまう，句読点が脱落する，などがあげられ

る(横山,2016)．しかし，明確な診断基準は

なく，現状では知的能力に問題がないこと

を確認し書き取りテストや成育・教育歴の

確認などから診断されることが多い． 

知モデルの観点からはトライアングルモ

デルや二重経路モデルなどの読みの認知モ

デルを利用した説明が行われている(河野 

2019)が実証的な研究は著者の知る限り見

当たらない． 

書字障害の研究における第一の課題は書

字障害の明確な診断基準な存在しないこと，

書字障害者の書字の特徴が明確に定義され

ていないことにある．そのため症状と想定

される要因の関係性の解明を行うことが難

しく計算機上で書字の認知モデルのシミュ

レーションを行ったとしても出力されたデ

ータが書字障害者の書字を再現しているの

かなどの問題が発生することが想定される．

また，それ以外にも特徴の定義がなされて

いないためメカニズム解明や支援方法の研

究でも個々の事例の説明にとどまってしま

うことが多い． 
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2. 目的 

 研究の目的は書字障害の書字の認知メカ

ニズムの解明に向けて書字障害者の書字エ

ラーのパターンを収集・分析し書字障害者

にみられる特徴を抽出して書字障害者の一

群にみられる症状の定義を作成することで

ある． 

日本語はひらがな，カタカナ，漢字の三種

類の文字を使用する言語であるがこのうち

最も症状の多い漢字を対象として実験を行

い書字障害者の漢字想起・書字の特徴を抽

出する． 

書字障害者の漢字想起において岩田ら

(2020)の研究に着目する．この研究では漢

字を想起する際に部首などの文字の「要素」

とそれらが組み合わさる「構造」が別々に想

起されワーキングメモリーにて処理されて

出力されるという先行研究をもとに書字障

害の中学生一名を対象に実験を行っている．

その結果，「構造」ではなく「要素」に誤り

が見られた事，「要素」の共有が多い漢字ほ

どエラーの発生頻度が高いことからワーキ

ングメモリーに問題を抱えていると推測し

ている．この「要素」と「構造」ごとの想起

と処理は書字障害者の書字エラー特徴の分

析において重要なマーカーとなると考えら

れる． 

本研究では書字障害者の書字エラーの特

徴を「要素」と「構造」の観点から分析を行

い特徴を抽出し一群の書字障害の症状の定

義の構築を目指す． 

3. 方法 

本研究での対象となる書字障害者は漢字

学習期間による習得の差を考慮し高校生以

上の年代を対象とし，使用する漢字は小学

校学習指導要領を中心に常用漢字の中から

抜粋する．  

まず漢字の構造を要素に分解する．例え

ば，「海」なら「さんずい」と「毎」という

2 種類の要素に分解しそれらが左右に配置

される「構造」であるという風に分解する．

先行研究では部首とそれ以外を「要素」とし

「構造」は 2 種類だったが本研究ではそれ

以上に複雑に分解する．「桜」なら「木」「ツ」

「女」の 3 要素となり左に木偏，右側は上

に「ツ」下に「女」の上下構造とし，3 つの

「要素」が組み合わさった「構造」であると

定義する．漢字の「要素」と「構造」を分析

したら「要素」と「構造」を共有する漢字ご

とにグループ化し共有数による影響も考慮

し実験に使用する漢字をセレクトする． 

書き取り実験は紙にペンと使用し書字を

行ってもらう．文章の中の書きとってほし

い漢字部分を空欄にした穴埋め形式で漢字

書字を行ってもらう．文章は漢字検定の過

去問から出題する．実験では制限時間を授

けず書き直しは消さずに横に追加で記入で

きるようにする．また、実験時の書字運動の

記録として手元を撮影する． 

実験データをもとに「要素」と「構造」の

観点から書字障害者の書字のエラーパター

ンを抽出し定義を構築する． 

本大会では書字障害当事者である筆者

(本名)の実験データを含め、そこから得られ

た特徴の発表行う. 

 

4. 意義 

 書字障害者の書字エラーの定義を構築す

ることは認知メカニズムの解明を目指すに
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おいて想定される要因との関係性を考慮す

るにあたり必須となる．また，診断において

も一定のマーカーとしての機能するほか特

徴がわかれば支援教育においても症状から

逆算して支援方法を考案することにもつな

がるであろう. 
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